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日本原子力学会 核燃料部会 

第 37 回全体会議 議事録 

 

日時  ：平成24 年3 月19 日（月） １２：００～１２：２０ 

場所  ：福井大学 

出席者 ：約２０名 

 

［１］副部会長からの連絡 

   初めに、今回の全体会議では岩田部会長が海外出張で欠席のため安部田副部会長が代理を務めるとの連絡

があった。 

 

［２］庶務幹事よりの報告 

・若松庶務幹事より、資料を用いて、活動状況の報告、予算の説明、運営委員の紹介および今後の活動計画の 

説明がなされた。これらに対して特に質問、意見はなかった。 

 

２－１．活動報告 

 

2-1-1．総会：    

・平成23 年9 月21 日（水） 於、北九州国際会議場(秋の大会) 

・平成24 年3 月19 日（月）  於、福井大学（春の年会） 

 

2-1-2．運営小委員会 ：  

・平成23 年度  第1 回  平成23 年 6 月21 日（火） 

・平成23 年度  第2 回  平成23 年 9 月20 日（火） 

・平成23 年度  第3 回  平成23 年12 月21 日（水） 

・平成23 年度  第4 回  平成24 年 3 月19 日（月） 

(注)例年であれば運営小委員会を年5 回開催するが、今年度は東日本大震災の影響を受け、4 回の開催と 

なっている。 

 

2-1-3．燃料高度化ロードマップ実行ＷＧ 

       ・平成22 年度： 「燃料高度化技術戦略マップ 2008―2009」のローリングに着手。 

       ・平成23 年度： 平成23 年度末で終了することにしていたが、東日本大震災の影響により活動できず。 

→WG 活動を平成25 年度まで 2 年間延長。 

 

2-1-4．「溶融事故における核燃料関連の課題検討」ＷＧ 

・核燃料の専門家の視点から溶融事故における核燃料関連の課題について検討を行なっており、 

平成23 年10 月 5 日(水)に第１回会合を開き、以降、活動中。 

→活動内容を核燃料部会ホームページにて公開。 

 

2-1-5． 「WRFPM2014」対応 

・「WRFPM2014」を日本で開催するために、平成23 年度に幹事会を立ち上げて取り組み中。 

・平成24 年9 月開催の ENS 主催「Top Fuel2012」の際に、「WRFPM2014」を正式提案する予定。 

 

２－２． 核燃料部会 平成23 年度収支報告及び平成24 年度予算  

・平成２３年度の一般予算収支は、収入が 299,000 円、支出が 250,335 円で収支差額が 48,665 円の残と 
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なる見込み。また、残48,665 円は学会本部に返納となる。 

・夏期セミナーについては、夏期セミナーが震災影響により中止となったため収入、支出とも０。 

また、燃料高度化RM 関係については、震災影響で活動できず、前年度繰越金290,736 円がそのまま 

残となった。 

・平成２４年度の一般予算は、収入が 251,000 円、支出が 251,000 円。夏期セミナーについては 3 部会合同 

開催で担当幹事の水化学部会が予算化するため核燃料部会では予算化しない。また、燃料高度化RM 

関係については延長となったことから、収入は前年度繰越金から 2 割引いた 232,590 円、支出は 230,000 

円で予算化した。 

 

２－３．運営委員 

(1)第36 回全体会議（平成23 年9 月21 日）以降の運営委員交代 

（東京電力） 巻上 毅 委員  →   太田 武 委員 

 

(2)平成24 年度業務担当 

担当 H24 年度担当者 

広報 

部会報 

[福井大］宇埜委員 

[東京電力] 太田委員 

国際活動 安部田副部会長 

国内企画(横断活動、年会時企画) [名大]長崎委員、[電中研]木下委員 

庶務幹事（財務含む） [日本原電]北嶋委員 

夏期セミナー幹事 [北大]佐藤委員、[日本原燃] 大江委員 

部会代表 部会等運営委員 安部田副部会長 

評議員 岩田部会長、安部田副部会長 

 

２－４．今後の活動計画 

項目 内容 

(1) 部会報 ・第48-１号（平成24 年10 月発行予定） 

・第48-2 号（平成25 年2～3 月頃発行予定） 

(2) 夏期セミナー ・平成24 年7 月11 日(水)～13 日(金) 島根県松江市 松江しんじ湖温泉 

・核燃料部会、水化学部会、材料部会の合同開催 

(3) 国際会議(共催) ・第1 回Asia Nuclear Fuel Conference (ANFC) (平成24 年3 月22、23 日於大阪大学) 

・Nuclear Materials Conference (NuMat) 2012(平成24 年10 月21-25 日 於大阪) 

(4) 全体会議 ・平成24 年秋の大会時 （平成24 年9 月19-21 日、於；広島大学） 

(5) 運営小委員会 ・年４回開催予定 （１回目 平成24 年5 月頃予定） 

(注) 例年であれば運営小委員会は年5 回開催で、その2 回目を夏期ｾﾐﾅｰ時に行なうが、平

成 24 年度の夏期ｾﾐﾅｰでは時間の制約等の理由から運営小委員会を行なわないこととし

た。従って、平成24 年度は年４回の開催となる。 

 

 

２－５．核燃料部会員数 

    ・４５１名 (H24 年3 月1 日現在） 
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［３］安部田副部会長挨拶 

・岩田部会長の代理として安部田副部会長より、次の通り閉会の挨拶があった。 

(1)本日13 時より核燃料部会企画セッションが行われるので多数の参加をお願いしたい。 

    (2)今後も部会活性化のために活動を進めていくので皆様の協力をお願いしたい。 

 

 

 

                                                                  以上 


